
平成２４年度第３回屋外広告物審議会車体ＡＤ専門部会
【議事概要】
１　開催日時
平成２５年１月３０日（水曜日）午後２時００分 ～ 午後４時
２　開催場所
広島市中区地域福祉センター５階 ボランティア研修室
３　出席者等
（１）出席委員　　部会長　　伏見　清香　（ふしみ　きよか）
委　員　　納島　正弘　（のうじま　まさひろ）
委　員　　大田　正樹　（おおた　まさき）

委　員　　柏尾　浩一郎（かしお　こういちろう）

委　員　　秀浦　純治　（ひでうら　じゅんじ）
（２）欠席委員　　なし。
（３）協議関係者　　４名

（４）一般傍聴者　　３名

（５）報道関係者　　０名

４　会議次第
（１）開会

（２）委員紹介、部会長選出

（３）議題　車体広告の特例許可に係るデザイン協議（車体広告の特例許可２件）

議案の１　広島電鉄市内路線バス１台【新規】

広告主：株式会社第一ビルサービス
代理者：株式会社キョウエイアドインターナショナル
議案の２　広島電鉄市内電車１編成（３車両）【変更】

広告主：株式会社トータテ
代理者：株式会社近宣広島支店
（４）閉会
５　会議結果
別紙のとおり
平成24年度第3回 広島市屋外広告物審議会車体ＡＤ専門部会会議結果
議題　車体広告の特例許可（広島市屋外広告物条例（昭和54年条例第56号）第27条第2項第3号の規定に基づく諮問）

議案の１：市内路線バス（新規１台）

広告主：株式会社第一ビルサービス
代理者：株式会社キョウエイアドインターナショナル
	事前協議での主な意見
	事前意見を踏まえた

広告主等の事前対応
	車体ＡＤ専門部会での主な意見（1/３０）
	意見に対する

広告主等の対応
	デザイン協議結果

	【全体】

・何を訴求したいのか不明。ファーストインプレッションで訴求したい内容が認識できるデザインにする必要がある。

・判読性に欠けており、良い印象を受け取れない。（見る人に嫌悪感や威圧感を与えるおそれがある。）

・強いスリット（白いライン）と重なった表記（ロゴやコピー）が互いを打ち消しあい、ハレーションを起こし、ビジーかつ複雑で煩雑な印象になっている。また、白いラインは、めまいを感じ、イライラする。

・フォントサイズがバラバラで、上品さに欠ける。

・色を使い過ぎで、文字も多く情報過多になっている。
・泡は、側面図では赤っぽくいやらしい感じであり、モンタージュでは白っぽくなっており、どちらが本当なのか。また、泡と背景色が補色の関係になっており見難くなっている。
・広島ココだけモール、マリーナホップ、（株）第一ビルサービスの３行のずれた配置、何に係るのか、広島ココだけモールの意味がわからない。また、それぞれの言葉にまとまり感がない。

・キャッチコピー（「遊んで観光マリホから宮島へ」）が穴埋め的に配置されており、稚拙な感じがする。中央に一つあれば良い。

・キャッチコピーの意味が伝わらない。どうやって宮島に行くのか、マリホが何か（桟橋か船か？）わからない。また、ブルーの背景に対し、黄色い文字がけばけばしい印象になっており、さらに文字の黄色とフォントが稚拙な感じを出している。

・シンボルマーク（人魚のマーク）とロゴ（MARINA HOP）は、セットで使う（配置する。）もの。ロゴは大きくした方が良い。

・会社名を出すのであれば、「㈱」ではなく「株式会社」と正式な標記にすべきである。

・デザインエレメント（泡、ロゴ、文字、マーク、下地）が重なっており、煩雑な印象になっている。


	・白いストライプは下部分だけ残し、削除した。

・ラッピングシートに印刷したもので説明

・これら３行の行頭を揃えた。

・広告主の意向として、キャッチコピーの内容が訴求したいものであり、２～３個表示したい。かつ、黄色で目立つようにしたい。

・会社名が長くならないよう配慮して、省略形にした。
	・何を訴求したいのかわからない。何を訴求するためのラッピングデザインなのかを考えて、１からデザインを考え直した方が良い。
・マリーナホップと宮島の高速船就航のサービス開始が肝であると思うが、この内容がラッピングデザインに表れていない。会社名を削除して、この本質のみを訴求するデザインにした方が良い。このためには別物をつくるくらいの再考をした方が良い。

・ラッピングバスは、風景として見られるデザインにすることで見る人（公共空間のため見たくなくても見せられてしまう人がいる。）の好感度が得られ、訴求する事業や企業のイメージアップにつながる。新聞広告のように目立つデザインで公共空間を走らせるのはいかがなものかと思う。

・キャッチコピー（「遊んで観光マリホから宮島へ」）は、言葉の意味、黄色、書体のすべてがひっかかる。背景のブルーと黄色が補色の関係から強く目立ってしまい、チープな印象を与えてしまう。また、斜め後ろから見ると、キャッチコピーが４個も見える。このキャッチコピーは変更し、リピートをやめる必要がある。

・地色の濃いブルーは海ではなく、深海や夜のイメージである。プロジェクタを通して見た後面のブルーが明るく、この色であれば海のイメージが出る。

・「マリホ」という言葉で意味が通じるのか。
・白いラインを削除し、広島ココだけモール、マリーナホップ、（株）第一ビルサービスの３行の頭揃えをしたことでレイアウトに少しはまとまり感が出た。


	・マリーナホップに宮島行の高速船が就航するようになった（サービス追加）ことを訴求したい。

・キャッチコピーは、代理店としても一つの記載を提案したが、広告主の意向で複数表示になった。

・キャッチコピーは、短い表現でメッセージが伝わるよう熟考の上、選定したものである。

・マリホは、マリーナホップの略称であることをこれから市民の皆様に刷り込んでいきたいと考えている。
	○委員持回りの継続協議※とする。

※「委員持回りの継続協議」とは、ＡＤ部会での意見を反映するよう代理店等がデザインを修正し、後日事務局に提出する。事務局が当該デザインを委員に持回り説明し、最終的な協議結果を出す。
【修正案の提示（１回目）】

【修正案の提示（２回目）】

【修正案の提示（３回目）】（部会長確認）

・概ねアドバイスとおり修正され、大きな問題点はなくなった。

・デザインは適当であると認められる。

2013.3.15　→　デザイン協議終了

	【側面】

・会社名は小さくさりげなく表示するもので、中央の扉部分（一番目立つ部分）に社名と会社マークを入れるのは良くない。ここに配置する意図が不明である。
・右側面と左側面で、ラッピングの始まる位置が異なっているので、左側面に合わせるべきである。


	・広告主の意向として、会社名を表示したい。
・右と左で位置を合わせた。
	《側面》

・バスの扉は開閉があるとはいえ一番目立つポイントであり、バスのセンター部分である。ここに社名や会社のマークを記載するのは、広告として非常に気になる。
・例えば、ユニクロやディズニーは広告の中に社名を入れていない。


	・運営会社が変更になったとこで、会社名もアピールしたいのが広告主の意向である。
	

	【後面】
・後面はデザインエレメントを欲張って配置したため、混雑感が出ている。訴求したいものを整然と読みやすくレイアウトする必要がある。訴求したいものを大きく、脇役は小さくレイアウトすると良くなる。


	・後面に表示しているデザインエレメントは、すべて訴求したい内容である。
	
	
	


議案の２：市内路面電車（１編成（３車両））

広告主：株式会社トータテ
代理者：株式会社近宣広島支店
	事前協議での主な意見
	事前意見を踏まえた

広告主等の事前対応
	車体ＡＤ専門部会での主な意見（11/7）
	意見に対する

広告主等の対応
	デザイン協議結果

	・文字は少し小さくして文字の上下に空きを作って上品にレイアウトすれば良くなると思う。また、文字の位置が低いので、少し高くするとゆったり感が出て良くなると思う。

・HIROSHIMA GARDEN CITYは、文字なのか、ロゴなのか？

・側面図は夏の青々した緑で、モンタージュは黄色から茶色で黄葉から冬枯れに近いイメージになっている。また、緑のトーンを修正して、新緑のすがすがしいイメージを出すとさわやかさが感じられ良くなると思う。
・側面図の文字は、細く神経質できゃしゃに見え、モンタージュの文字は力強く見える。モンタージュくらいの太さの方が良いと思う。（側面図のビジュアルとモンタージュを正確に描いてほしい。）

・緑の位置が低すぎるように見え、もう少し上まであって良いと思うが、モンタージュで見るとボディと路面の間に影ができ、それが緑のシルエットになり、いい感じになっている。
・車両中央の電話番号の上の小さい字は、削除する必要がある。（人間は小さく読みにくいものがあるとそれを認識しようと凝視する傾向がある。過去AD部会ではドライバーのわき見を誘発し、事故につながるおそれのある小さい文字は却下してきている。）

・側面中央に大きな文字と、窓上に小さい同じ文字がある。リピートは不要である。

・TOTATEが各車両に２つずつあるが、１車両に１つで良いのではないか。

・AIDMA理論で言えば、Attention（注意）までで止めており、広告的に欲張り感がなく、すっきりしている。

・シンプルでありながらブランド性につなげ、アピールできている良い広告だと思う。

・３両間でのイメージも統一されており、野外景観ともマッチすると思う。

・白ベースにナチュラルグリーンを使用していることから、広島の街に馴染み、いい意味で人目を引く広告効果の高いデザインになっていると思う。

・中央車両の右端部分にメインの写真を配置するのは、いかがなものかと思うが良いのか？メインをメインの位置に配置するようなレイアウトも検討した方が良いと思う。

・モンタージュでは、角部分が白くなっており、緑が消えているように見え違和感がある。側面から正面に緑をつなげるか緑を取りやめる（車輪から前部分）などの対応をした方が良いと思う。

・側面図の窓は、白抜きではなく写真を取り込むなどにより臨場感を出したビジュアルにした方が良いと思う。
	・文字の位置を若干高くした。

・ロゴです。

・緑を少し明るくし、ラッピングシートに印刷したもので説明。

・ラッピングシートに印刷したもので説明。

・緑の位置を若干高くした。

・削除した。

・窓上の方の小さい文字を削除した。

・広告主の意向で、是非２か所／１車両としたい。

・広告主は、当該位置にメイン写真を配置することで了解済みである。

・緑は、正面から側面につなげた。

・次回から対応する。
	・シンプルなデザインでブランドセンスを向上させている。

・事前協議に比べ緑が少し明るくなっており、良くなった。

・角の緑がつながって良くなった。

・社名は、１車両に１個ずつで良い。

・電話番号を小さくして、ＵＲＬを大きくした方が良い。

・小さい文字を削除したことでよくなった。

・検索の小窓が小さいので少し大きくした方が良い。


	・広島ガーデンシティは、明るい緑がコンセプトなので、緑を明るくした。

・社名の削減は、広告主と協議する。

・電話番号を小さくし、ＵＲＬと検索の小窓を大きくするよう修正し、再度提出する。
	○委員持回りの継続協議※とする。

※「委員持回りの継続協議」とは、ＡＤ部会での意見を反映するよう代理店等がデザインを修正し、後日事務局に提出する。事務局が当該デザインを委員に持回り説明し、最終的な協議結果を出す。

【修正案の提示（１回目）】

【修正案の提示（２回目）】

・アドバイスとおり修正され、良くなった。

・デザインは適当であると認められる。

2013.2.13　→　デザイン協議終了



